
児童生徒のよりよい学び
【今年度の本校の取組(抜粋）】

①３０分+４５分や１５分+４５分などの組み合わせ

で授業を組むことがで学びの連続性が高める。

②「マイプラン」を３年生以上に設定。担任が作成

した一週間の時間割を児童と担任で確認し、見通

しやめあてをもって学習ができる力を育てる。

（自主性の育成）

③金曜日は学年研のみ設定（会議は入れない）。

それによって学年や個人の裁量で仕事を進める

ことが出来る。＊最終金曜日は、完全定時退勤日

【７月の教職員の振り返り ＊声やエビデンス等】

教育効果を上げるための取組 あざみ野第二小

○一週間のカリキュラムを意識して行動
する姿が見られる。
○行事があるかどうかなどに興味をもつ
姿が見られる。
▲マイプランを確認せず、担任に次の授
業や持ち物を尋ねる子もいる。

○活動時間がきちんととれたので、ねら
いに迫ることができた。思考が充実した。
予想、実験、考察等の流れを一気にでき
た。
○準備、片付けに余裕ができ、運動量・
活動時間の確保ができた。

【今後の取組～成果や効果を高めるために】
①児童生徒のよりよい学び（学力向上）

■40分間授業日課表・年間指導計画の作成
■40分間授業のスタンダード
■ロイロスクールノート導入による新たな学習展開

■教科分担制
②放課後のゆとり時間の活用

■こども面談の実施
③職員の時間をうみだす工夫（超過勤務時間の削減）

■組織や運営方法の検討（一部の職員に仕事が集中しないように）

○金曜日は8割の教員が個人の裁量で進め
られている。他の曜日でも個人の裁量の
時間が確保できるとよい。
▲19時までの退勤は、4割しか進められ
ていない。



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】

・ 午前５時間４０分授業制 × 日課表の工夫
× 余剰時数の削減 × 改善を継続

・ 担当者（×教務主任） ＆ 担当部署 設置
・ 効率的な会議
①必要に応じて ②短時間
③ミライム活用-会議前に議題提示＆意見集約

・ 高学年教科分担制
・ 特別教室配当/時間割を調整
・ 児童のようす、今後の見通し、指導方法などを共有

【エビデンスや教職員の声などがあれば】
〇 「４０分授業にすると、

４５分授業には戻れなくなる。」
〇 時間に関する意識の高まり。
〇 他校と比べ、残業時間が少ない。

【成果やもっと効果を高めるためには】
〇 ４０分授業の工夫 → 工夫の共有
〇 児童の実態に応じて、改善を継続

これまでの
改善点

教育効果を上げるための取組
学校名 伊勢山小学校

・授業時間足りる？ → 午前５時間４０分授業制
・代表委員会、児童の負担が… → 昼休みに実施
・トイレ・水飲み休憩/専科移動時間がない → ５分休憩
・体育４０分厳しい → ６０分配当
・５時間目の集中力が… → 中休みの時間変更（２後→３後）
・専科２時間続き× → 中休みの時間変更（２後→３後）
・給食の時間が足りない → ５分延長
・体育の準備・片付けが大変 → 学年続き配当
・委員会・クラブに担当が間に合わない → 他学年特別日課
・会議が時間通り始まらない → 会議の開始時間変更
・重点研の午後の授業に間に合わない → 他学年特別日課



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】
１ 放課後の予定を固定化（月：会議 火・金：重点研・教材研究 水：市AB研 木：学年研）

※予定が無い場合には、各自の教材研究
２ 1時間目の開始時刻・6時間目の終了時刻など学年で統一
３ 下校後の予定や会議の開始時刻 １５：３０
４ 1コマ40分 牛久保タイム（13:25～45）20分 設定のため、40分+20分＝60分での授業も可能
５ ミライムで職員アンケート、5・6年に児童にもアンケートを取り、共有

【エビデンスや教職員の声などがあれば】
児童・短い時間で集中できる

・放課後の時間が伸びた。
△着替え・移動の時間がとられる。

職員・午前5コマで、子どもが集中
・授業時間の組立て方の意識が変わった。
・放課後の時間にゆとりがあり、情報交
換や他の先生方との話す時間が増えた。

・学年研の時間が十分に確保できた。
・△実技・移動 時間が足りない。

【成果やもっと効果を高めるためには】
・限られた時間を計画的に運用する。
・学年主任を中心に、時間の有効な活用方法を考える。
・成果と課題の共有
・見通しをもったカリキュラムマネジメント
・40分・60分での授業づくり

教育効果を上げるための取組
学校名 牛久保小学校



児童生徒のよりよい学び
教育効果を上げるための取組

学校名 釜利谷南小学校

【学校が参考となるような取組】

【エビデンスや教職員の声などがあれば】
★教職員の声

・運用に無理はありません。給食当番が食器等を返却後、直接出張掃除に行け
るようにと当番のシフトを組んでいましたが、当番が出発後すぐに移動した
方が確かに出張先ではいいのだろうなと感じました。

・新しい時程に対して、時間を効率的に使えたり、児童への学習指導や生活指
導などで効果のあったクラスの取組を紹介して学校全体に広められるとよい。

・短い時間に慣れていく必要があると感じた。授業プランをしっかりたてて授
業に臨まないと、はみだしたりやりきらなかったり、のんびりした時間があ
ると、授業時間がもったいないという感じがした。

【成果やもっと効果を高めるためには】
・時程の変更は学校にとっても大きな体制の変革であるため、常に教職員や

児童にとってやりやすい体制になっているかを見極めながら、不都合があ
ればまず見直して実施する、という柔軟性は大切。一方で、もう少し時間
をかけて取り組めば定着し、以前より効率がよくなるというものもある
と考えらえるので、職員の声を反映させながら、変更するかどうかを見極
めていく。

・大切なのは40分授業の内容。40分で行う授業の構成や内容については教
員の授業力向上とも併せて、検討していく必要がある。また、２時間合わ
せた80分授業や50分授業の組み合わせなどとともに、どの学習にどのく
らい時間が効果的なのかを検証していく必要がある。

学年や曜日によって時程が
変わるので分かりにくい

朝の10分間で「姿勢体操」や読み聞かせをしたい

給食時間が足りない

出張そうじが十分にできない

教職員の声をもとにした柔軟な時程の改善

そうじ時間の５分延長と昼休みの５分短縮
給食当番は出張そうじから外す

給食時間の５分延長（弾力的な運用も可）

ホールに時程表を掲示

学年毎の時程表を作成して掲示

朝の10分間はクラスで柔軟に使いたい

週１回姿勢体操のみ実施



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】
〇現在コロナ禍のため掃除を行っていないので、その時間を時数にして帯時間としている。
・掃除は外部福祉作業所に委託している。
〇中休み（30分）時間確保のため、朝会、集会を1時間目に設定している。
・朝会、集会の時間設定が、朝会月１回、集会月１回程度。
〇働き方改革推進の成果もあり、週に２回設定している学年研が充実している。

【エビデンスや教職員の声などがあれば】
〇児童の集中力の高まりが感じられる。
〇基礎基本の定着時間が取りやすくなった。
〇教師も児童も時間を意識して過ごせる。
〇放課後の時間の余裕が生まれた。
・教材研究、児童理解にあてられる。
・放課後に仕事をするエネルギーがある。
●慌ただしい授業になる。
●準備片付けを要する教科は時間がほしい。
●非常勤、専科には利点が感じにくい。
●朝が慌ただしい。

【成果やもっと効果を高めるためには】
〇会議の精選をさらに促進する。
そのために組織の見直し、改善を行う。

〇４０分での授業改善を進める。特に教室移動のある２時間
での実習、実験、
創作等の活動の授業の見直しをする。

〇朝の時間や午後の帯時間の工夫をする。

教育効果を上げるための取組
学校名 川井小学校



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】

【エビデンスや教職員の声などがあれば】 【成果やもっと効果を高めるためには】
＜成果＞
・委員会・クラブ・代表委員会を60分することによって、
ゆとりをもった活動ができるようになった。（昨年度ま
では、45分）

・放課後の休憩時間を確保することができるとともに、会
議等で縛られる時間が減ったので、全体的に4月からの残
業時間が市平均よりも低くなった。

＜もっと効果を高めるために＞
・給食後～委員会等の開始時間がタイトで忙しい。改善す
ることによって、さらにゆとりができると考えられる。

教育効果を上げるための取組
学校名 川上北小学校

クラブ・委員会・代表委員会を水曜日の午後に位置づけ
12:25～13:10 給食
13:10～ 全校児童帰りの会・下校
13:25～14:25 委員会・クラブ・代表委員会
14:30 完全下校

14:30完全下校なので、
15:30～のA・B研、市研に
間に合う。

1週間の中で下校が15時を超える日がない。
・放課後の時間にゆとりがもてる。
・習い事等も帰宅してから十分間に合う。
・下校時間が固定（水曜日以外）なので、児
童も保護者も混乱することがない。
教職員の放課後の時間の確保
・クラブ、委員会、代表委員会が水曜14:30
に終わるため、月3回分、放課後の時間を確保
することができる。
（昨年度：火曜日15:40下校しその後、会議）



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】
1. 午前５時間授業：午前中は40分授業×５時間、午後は50分×１時間。集中力が高まる午前の授業+より集
中できるように朝食の喫食の推進等をねらう。

2 . 授 改 タ イ ム （授業改善タイム)：放課後の時間で、会議設定のない時間は、すべて授業改善タイムと
している。取り組んだことは、ミライム掲示板にて共有している。

3 . さ わ c a f é ：全職員が４人のグループに分かれての分散型トークタイム。春、夏、秋、末の年４回計
画。夏の会では、「ちょっと教えて、さわの里のまちの『おたから』」をテーマに設定。個々の職員のも
つ、まちの材を共有の「財」にする機会をつくった。

【エビデンスや教職員の声などがあれば】
＜保護者の声＞※特になしという声も多数
〇思考力の発揮をねらうという点では賛同
〇子どもが疲れ切っている感がない
▲子どもの放課後の時間の過ごし方に課題
▲高学年の40分授業に対する不安
＜教職員の声＞
〇児童対応の時間が保障されている
〇授業研究、授業づくりに向かえる
▲40分授業のつくり方が課題
▲朝食を食べてきていない子への心配

【成果やもっと効果を高めるためには】
① 14：30児童下校後、45分間の休憩をとっても、15：15か
らの会議開始となる。勤務時間内にまとまった会議や業務
の時間を確保することができている。

② 勤務時間内に、職員が交流する時間を確保したり、学区に
出たりして、学習の材に出会う機会が保証できている。

③ 40分授業の運用の仕方について、職員間で情報共有し、よ
り質の高い授業改善を目指していく必要がある。

④ 家庭や地域と協働して、本取組の意義を共有し、さわの里
のまちの子どもをどう育成していくかを明確にすることが
できるとよい。

教育効果を上げるための取組
さわの里小学校



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】
① 休み時間の分散

【エビデンスや教職員の声などがあれば】 【成果やもっと効果を高めるためには】

教育効果を上げるための取組
学校名 獅子ケ谷小学校

低学年 高学年
中休み

３校時
３校時

中休み

9:55

10:55

低学年 高学年
昼休み
そうじ

そうじ
昼休み

13:10

13:40

① 休み時間の分散
・けが・大けがの減少。
・校庭を広く使える。
・低学年も安心して遊べる。

② クラブ活動の分散
前半グループ 後半グループ

第２木曜 クラブ活動 下校
第３木曜 下校 クラブ活動

② クラブ活動の分散
・校庭、体育館を広く使える。
・活動が充実する。
・教職員の負担が減る。

① 休み時間の分散
・移動する際の騒音が課題である。
※校庭体育の時間を確保するため、１学年３～４クラス
規模の学校に適している。

② クラブ活動の分散
・クラブ活動の時間数確保が課題である。
（１時間 × 年間８回を予定）



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】
○中休み・昼休みを設定することで、気分転換をすることができ、児童の学習に対する意欲の持続につな
がっている。また、係や委員会活動の時間を確保できている。
○クラブ・委員会の日も、下校時刻を揃えている。（バス通学児童もいるため、複雑にできない）
○児童の下校時刻を早めることで、放課後の時間を確保している。統合初年度でもあり、生み出した放課後
の時間を活用し、学校づくりワーキング等、学校づくりの取組を進めている。

【エビデンスや教職員の声などがあれば】
○下校後の時間を確保することが会議や授
業準備等の時間確保につながっている。放
課後の業務に余裕をもって取り組むことが
できる。心の余裕が子どもへの笑顔につな
がっている
○朝のスキルタイムや短時間授業について、
有効な内容や扱い方を工夫できるように
なってきた。
○バス通学の登校時刻や給食の下膳の時間
の差のよる授業時間の確保や30分授業の特
別教室の配当などの課題がある。

【成果やもっと効果を高めるためには】
○放課後の時間の使い方のアイデアを職員から募り、会議等
の計画に生かしていく。
○会議の終了時刻を守るなど、会議の進め方を見直す。
○余剰時数を減らす分を、どのように活用するかを検討する。
（授業間の休憩の設定、成績処理の時期や個人面談期間を午
前授業にする等）
○短時間授業で扱う単元や内容の検討、休憩がないことをプ
ラスにとらえた授業の実施（９０分、６０分等）の検討等、
カリマネを進める。
○児童の下校時刻を早めている意図（下校後の時間の確保）
を職員で共通理解する。

教育効果を上げるための取組
菅田の丘小学校



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】

【エビデンスや教職員の声などがあれば】 【成果やもっと効果を高めるためには】

教育効果を上げるための取組
学校名 つづきの丘小学校

●午後の授業を月・火・木は６０分授業、
水・金は４０分授業（１・２年生は全日
３０分授業）とし、ロングタイムや
ショートタイムを設けた。活動を伴うも
のや４０分では時間が足りないものを、
６０分授業で行い、力を定着させるため
の活動は３０分授業で行っている。

●１時間目：８時３０分～
下校時刻：低14時15分・3年以上(水・金)14時25分

●余剰時間をできるだけ削減することを目指し、個
人面談日やあゆみ作業日には下校時刻を早め、職員
が余裕をもって作業できるようにしている。

0:00:00

24:00:00

48:00:00

72:00:00

R1 R2 R3

10月時間外勤務時間平均
●本校の時間外勤
務時間の１０月の
平均を見ると、取
組を始めた昨年度
から徐々に時間が
短くなっている。

19ｈ以上
短縮！

●職員の退勤時刻が
以前よりも早くなり、
１８時には９割の職
員が退勤することが
できている。

●ストレスチェックでは、高いス
トレスを感じている人は０人、や
や高いが３割、普通が４割で平均
より低い数値だった。

データは管理
職・主幹教
諭・教諭（正
規・臨任）・
養護教諭

●３０分授業では反復学習などのスキル
タイムとして、６０分授業では、活動を
伴った学習などのロングタイムとして、
時間を柔軟に使うことができた。

●午前中に５時間の授業をすることで、
給食なしで下校する場合にも５時間授業
を実施することができた。

●本取組によって下校時刻が早くなり、
子どもたちにとっても余裕が生まれ、教
職員にとっても放課後のゆとりができ、
定時退勤日の設定もできた。持続可能な
学校の実現に近づけたと実感している。

今後に
向けて

●会議の時間を１４時４５分から設定可能。
体験学習の下見も勤務時間内で行うことが可能。

●30分・40分・60
分授業の指導内容
を見直し、工夫・
改善しながらカリ
キュラム・マネジ
メントを図る必要
がある。

● 60分授業の活用
法の一つとして、
20分と40分に分け、
前半の20分を読書
やスキルタイムの時
間としても活用を進
めていく。



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】
◎朝会を昼に行う→朝はスキルタイムからスタートするので、基礎基本の定着をしっかりと行うことができ
るとともに集中して、1時間目の授業を臨める。
◎午前中40分授業5時間→落ち着いて学習に取り組むことができている。
◎下校時間が統一されている→放課後の計画が立てやすい

【エビデンスや教職員の声などがあれば】
◎休憩時間・会議時間の確保ができる。
◎退勤する時間が早くなった。

【成果やもっと効果を高めるためには】
・40分授業の質を高める→ＧＩＧＡ推進

教育効果を上げるための取組
学校名 中山小学校



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】

【エビデンスや教職員の声などがあれば】

＜教職員のアンケート回答から…＞
・放課後から終業時刻までに、事務処理や
成績処理をする時間が今までより格段に
増加した。

・学年研や教材研究をする時間が増えた。
・出張を伴う研修等に余裕をもって行くこ
とができる。

【成果やもっと効果を高めるためには】

ボトムアップで進める持続可能な学校づくり
○アンケートの課題から教職員自らがよりよいあり方を考える

教育効果を上げるための取組
学校名 羽沢小学校

◎教科分担制の効果が中学にどうつながるか検証
・菅田中学１年生にアンケートを実施し、羽沢小出身生徒と他小学
校出身生徒を比較。

羽沢小出身生徒91% ＞43％ 他校出身生徒

「中学校の学習や生活に慣れるのがスムーズだった」という設問に
対して「そう思う」「ややそう思う」の割合

高学年における教科分担制 ◎時程の工夫
午前中に5時間授業で、高学年でも６校時終了が14:50
・放課後の時間が児童、教職員に、よりよい学びのために使う
ことができる。ゆとりをもって教材研究、成績処理

☆時間や心に余裕ができ、児童指導や情報交換、共通理解が図
られた。

日課表の工夫

情報共有

さらなる
時程の工夫

清掃の
外部委託



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】

〇１年生の午後の授業の開始を「５月初め」→「６月初め」に変更した。
〇区研の日を「給食後下校」とし、出張に出る前に簡単な情報共有の時間をとれるようにした。
〇金曜日を14:40下校として打ち合わせ以外の会議を入れないようにし、定時退勤や定時前退勤をしやすく
した。

【エビデンスや教職員の声などがあれば】

〇放課後の業務に余裕ができた。
〇定時退勤がしやすくなった。
〇時間外の会議や打ち合わせが大幅に減っ
た。

【成果やもっと効果を高めるためには】

〇放課後に余裕は生まれた。今後はグループウェア等を活用
した情報共有をさらに進め、会議や打ち合わせ等の時間短縮
や精選をさらに進めたい。

教育効果を上げるための取組
学校名 六浦小学校



児童生徒のよりよい学び
【学校が参考となるような取組】

①７コマ時程を想定した時間割作り 短縮された授業時間の回復⇒授業時間数（コマ数）を増やす

②専門性を活かした科目の細分化 国語（総合・言語)、社会（公民・歴史)、理科（分野別)で実施

③モジュールの活用 朝の１０分⇒小テストの実施、放課後の３０分⇒行事等に向けた練習や学習

④勤務時間内に収める工夫 会議は時間割内に、面談も勤務時間内に⇒時間を生み出し有効に活用

【エビデンスや教職員の声などがあれば】

授業時間を５分間短縮することによって、
①一単位時間の中でカットする活動
②時間を節約する工夫
③モジュールや複数コマでの指導計画

など、柔軟に対応している。

学校裁量の時間には生徒会活動や部活動の
ほか、教材研究日や事務処理日として教育
活動を「回す」ための時間としている。

【成果やもっと効果を高めるためには】

一斉臨時休校が明けて以来、授業開始時刻を繰り下げて全生
徒の検温・体調の確認を行っている。その中で授業時間と放
課後の活動のバランスのとれたカリキュラムを編成する工夫
をしてきた。教職員をはじめ家庭や地域の理解と協力のもと、
まん延防止措置や緊急事態宣言下の情勢に合わせた教育活動
を生み出している。
２学期には学校行事（文化祭）や体験学習（福祉・職業）、
実習を伴う教科指導（美術、技術・家庭科）が行われるため、
これらに対応した新時間割を編成して実施する予定でいる。

教育効果を上げるための取組 学校名 根岸中学校
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